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＜審査結果の要旨＞  
１．主論文について 

本論文はラットの頸部を固定し、頸部障害が運動野の体部位再現におよぼす影響を調べたものであ

る。頸部障害のモデルとして、肩甲骨帯と頸部をシーネで固定したラットを用いた(Experimental 

群)。Sham 群としては、肩甲骨のみをシーネで固定したラットを用いた。さらに、どこも固定してい

ないラットを Control 群とした。結果、Experimental 群では他の 2群に比べて運動野の体部位再現に

大きな変化を認めた。すなわち、他の 2群に比べて、運動野の頸部領域と洞毛領域が萎縮（半減）し

た。また、これらの頸部並びに洞毛領域は前肢領域、体幹領域に置き替わっていた。一方、Sham 群で

はこのような変化は認めなかった。これらの結果より、頸部の運動制限とそれを代償する体幹の運動

の結果、運動野の体部位再現に変化が起きたと考えられた。本研究結果は、臨床に於いて観察される

頸部の機能障害が全身に与える影響を理解するための貴重な知見になると考えられる。本研究は当該

研究施設の動物実験委員会の承認を経て行われており、倫理的に問題はない。本研究の新規性は、頸

部の運動制限により、運動野の体部位再現に変化があることを明らかにした点にあり、頸椎の運動障

害患者の病態において「運動野」の再構築という新しい解釈を提供する研究として高く評価される。 

 

２．審査経過について 

 審査に先立ち関口氏の受験資格ならびに副論文の審査を行い、必要条件を満たしていることを確認

した。審査会は 2019 年 12 月 12 日に実施し、研究方法の確認、結果評価の妥当性、動物実験結果の

ヒトでの応用・考察などについて質疑応答を行い、提出された論文内容に問題ないことを確認した。

なお、本論文は Journal of Physical Therapy Science 誌に掲載された論文である。 

 

３．口頭試問の結果 

 口頭試問においては、3 人の審査委員からの質問に対して適切に回答し、この研究分野の背景をよ

く理解し、研究内容についても熟知していることを確認した。また、本研究の限界と今後の研究の方

向付けについてもよく考えていると判断した。 

 

以上の結果から、審査会の審査員全員は本論文が著者に博士（保健医療学）の学位を授与するに十分

な価値があるものと認めた。 
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